
表題：紫外線による分解 

 

 ポリマー等（ポリマーとは小さな、単純な分子の重合体です。）の炭素系材料は、太陽光線等の

紫外線(UV-B)を浴びると、重合が切れて分解する。ハイパーセルはポリエチレン・ポリマーから造

られます。ハイパーセル製造用ポリエチレンは、以下の三つの理由で、耐紫外線抵抗性を持って

います。 

・ ポリエチレン重合体の分子構造は、不活性側の連鎖枝がポリマーの骨格まで達していない。

不活性側の連鎖は弱いので、UV には特に分解されやすい。このグループに PVC,ポリエステ

ル、ポリアミド（ナイロン）が含まれます。 

・ 抑制物質として、1.5%-2%のカーボンブラック（炭素粉）を添加します。黒色以外の着色代として、

Hindered Amine Light Stabilizer(HALS)が利用されている。 

・ ハイパーセルは、十分な厚さがあるので、UV 分解は最低限に抑えることが出来る。十分な厚

さが無いものは、UV で分解されやすい。 

 

また、ハイパーセルを使う場所は、以下の理由で UV の作用を殆ど受けない。 

・ ハイパーセルは、土中に設置されることが多いので、太陽光線に当たる事が少ない。例外とし

て、ハイパーセルを擁壁とする場合があります。 

・ UB は、お昼のほんの数時間だけに分解能力があるだけです。お昼の時間以外は、大気圏が

UV-B の力を弱めている。 

・ 擁壁に使う場合にも、垂直なセル表面に入射する光線の角度では、UV-B が存在するお昼に

は、UV-B がセル表面から内部に進入するよりも反射する方が多い。分解される可能性は極

端に低い。 

・ 入射角と遮蔽効果は緯度と高度に関係し、UV 分解性は緯度が高いほど、高度が下がるほど

低下する。 

・ ハイパーセル植生擁壁は、UV-B が多い季節に繁茂する植物で完全に保護される。 

 

・ ハイパーセルの設計寿命は、同一条件で、他の一般的な土木材料の寿命と同じか、超えてい

る。 


